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防止隊だより

令和 5 年 4 月号

特 集 1 ︓ 第 2 7 回 ぶ ら っ き ょ ろ り ん  を 開 催 し ま し た ︕

令和 5 年 2 月 12 日に開催した、今年度 2 回目の「ぶらっきょろりん」。天気もよく、

ぶらぶらきょろきょろ歩くには絶好の日和となりました。例によって MMB（もっとみん

なバスに乗ろう）ということで、集合場所はバス停に近い東岡崎駅と、岡崎信用金庫井田

支店の駐車場をお借りしました。

まずは開催趣旨やコース概要、注意点を簡単にお伝えします。今回はグリーンフロント

研究所（株）の社長で会員部会長兼副代表の小串さんが、本イベントコースを「自動車の

代わりにみんなで歩くこと」で 6,550g-CO2 が削減されること、これは岡崎市額田地区

のヒノキ林（50 年生）約 12.5 ㎡が、一年間で吸収する分と同等であることを説明。地

球温暖化防止につながる、CO2 排

出量の削減効果を見える化してく

れました。

最初の目的地、西光寺では草野さ

ん（さくら部会）より、境内にある

芭蕉の句碑と井田野合戦の供養の

石仏をご説明。続いて、関連の千人

塚、酒井氏発祥の井田城址を巡り、

ビスタライン付近を伊賀八幡宮へ

と南下。井田のバス通りと国道

248 号線側のエリアに挟まれた閑

静な住宅地に、まっすぐのびた道が

あり、時代を遡れば主要街道だった

ことが偲ばれました。

途中の明願寺には早咲きの桜、住

宅の庭には梅が見られ、季節は春に

向かっていることも感じられる道

程でした。

家康公の先勝祈願所であり、今は

パワースポットとして注目される

伊賀八幡宮は「どうする家康」を前

に、一部境内が新しく石材で整備さ

MMB︕岡崎+第27回 ぶらっきょろりん
〜家康公への道のりを訪ねて〜

特集 1：第 27 回ぶらっきょろりん を開催

特集 2：額田木の駅プロジェクト支援事業報告

おしらせ：スコシズツ.マーケットに出展します♪

西光寺の緑地と芭蕉の句碑
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れていました。「お時間があれば」とお願いしておいた齊藤宮司の熱弁で、伊賀八幡宮、大

樹寺、竜海院に渡る北辰信仰と、三代将軍家光公が、日光東照宮造営と同じ寛永 13 年に

伊賀八幡宮の拝殿を造営して権現造とした意義をお話しいただきました。この日は、テレ

ビ撮影が入る予定だそうで、他にも、大樹寺に松平健さんが訪れているなど、大いに「ど

うする家康」ブームを実感できました。

次は電車通りを南下し、家康公が父広忠公菩提のために創建した松應寺へ。少し前まで、

風雨に浸食された痛々しい土塀に囲まれた霊廟でしたが、見違えるように整備され、だい

ぶ雰囲気が変わっています。ここ数年、飲食店や雑貨を扱う若い世代向けの店舗が増加。

イベントも増えて活気を取り戻しつつあり、観光エリアとして定着してほしいものです。

最後の訪問地は、りぶら 北側の大林寺です。ここは清康公所縁の寺であり、家康公時代

には常紫衣の寺となった由緒あるところ。さらに清康公の廟所始め、江戸岡崎藩中屋敷に

お預けとなった赤穂浪士矢藤教兼の墓や、一時的に当主名が久右衛門となったカクキュウ

八丁味噌の墓石などもありました。

ゴール地点となる新装の「ドラマ館」前に到着後、参加者の皆さんにアンケートをお願

いし、引き換えに参加賞と「ドラマ館」の入場券をプレゼントして終了しました。総じて

環境保全と歴史への興味が深まった結果となり、ご満足いただけたようです。

特 集 2 ︓ 額 田 木 の 駅 プ ロ ジ ェ ク ト 支 援 事 業 の 結 果 報 告

CO2 を吸収してくれる森林は、健康な状態に保ちたいものです。そこで私たち防止隊は、

地元岡崎額田地区の森林を手入れしている、額田木の駅プロジェクトを支援。伐られた木

はカーボンニュートラルな資源でもあります。社会と自然の適切な関わりを通じて、トー

タルに CO2 の吸収量を上げ、排出量を削減していくことを目指しています。

実⾏委員⻑よりお礼の⾔葉をいただきました

間伐の終わった明るい森
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額田木の駅プロジェクトへのご支援ありがとうございました

令和 5 年 3 月 5 日

額田木の駅プロジェクト実行委員会 実行委員長 鈴木啓允

昨年度に引き続き、岡崎市地球温暖化防止隊の皆様より額田木の駅プロジェクトへご寄付

いただきまして誠にありがとうございました。

前回もご紹介しましたが、額田木の駅プロジェクトは岡崎市内の人工林の間伐を促進する

ための取り組みです。戦後に植えられた多くの人工林は成熟期を迎えていますが、木材価

格の下落に伴い手入れが行き届かず、環境が荒廃し土砂災害の一因にもなっていることか

らこうした放置林の間伐は喫緊の課題となっています。

間伐するときは通常、弱った木や曲がった木、傷んだ木などの欠点を持った木から優先的

に伐採します。こうした木からとれる丸太はＣ材と呼ばれる品質の低い丸太が多く、製材

品には使えないことから通常は製紙や発電用のチップとして流通しています。ただしその

買取価格は１ｔ当たり 3,000 円程度と非常に安く、これだけではほとんどボランティア

作業になってしまいます。

木の駅プロジェクトではこのＣ材の価格に上乗せをして１ｔあたり約 6,000 円で買い取

ることで少しでも間伐を進め地元材の活用を推進しようとしています。１ｔ6,000 円とい

う価格は決して儲かるものではありませんが小遣い稼ぎ程度にはなるため、「Ｃ材で晩酌

を！」という言葉が木の駅のキャッチフレーズになっています。そして木の駅では丸太を

買い取る際に額田地域内の商店でのみ使える地域通貨「森の健康券」で支払っており、山

の再生だけでなく地域経済の活性化にも貢献しようという一石二鳥の取り組みになってい

ます。

このたび岡崎市地球温暖化防止隊からご支援いただいた寄付金は昨年度に引き続きこの丸

太の買取に伴う上乗せ予算として活用させていただいており、当初の予算に加えてさらに

100t 分も多くの丸太を買い取ることができました。これまでは毎年買取予算を超過する

出荷があったために出荷者へすぐに対価をお支払いできないことが続いておりましたが、

昨年度からのご支援のおかげで余裕をもった運営が可能になりました。重ねて、御礼申し

上げます。

2015 年から始まった額田木の駅プロジェクトも 7 年目を終え、間伐材の延べ出荷量は

8800ｔを超え、5000 万円以上の森の健康券が流通しています。木の駅の運営を通じて

岡崎市の森林再生と地域経済の活性化を推進して参りたいと思いますので、今後ともご理

解とご支援のほどよろしくお願いいたします。

担当 額田木の駅プロジェクト実行委員会 事務局 唐澤晋平

http://nukatakinoeki.blogspot.com/
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おしらせ①：岡崎市地球温暖化防止隊、今後のイベント開催予定スケジュール☀

イベント名 日程 内容 実施部会

スコシズツマーケット
4月 29日

（土）

籠⽥公園にて、できることからスコシズツ・持続可能な暮らしか

た、日々の暮らしから SDGsの実践を目指します。

岡崎市地球

温暖化防止

隊

再発⾒︕環境フォトコ

ンテスト 2023

申込 9月

30日（土）

まで

岡崎市内の「緑」や「⽔辺」等⾃然の⼤切さを再認識できるもの

を題材とし、将来に残したい「いいところ」や今すぐ改善したい

「わるいところ」の写真作品を募集しています。（詳しくは HP

をご覧ください。）

自然委員会

＊申込方法など詳しい情報は、市政だよりもしくは岡崎市地球温暖化防止隊事務局までご連絡を♪

おしらせ②：岡崎市地球温暖化防止隊、各種会議開催予定日

役員会︓代表・副代表・部会⻑・会計・監事・アドバイザー

日付 時間 開催場所

4月 13日（木） 19 時〜21時 ZOOMオンライン開催

部会・委員会

部会名・委員会名 日付 時間 開催場所

さくら部会 4月６日（木） 10時より開催 ⻯美丘会館

交通委員会 ４月４日（火） 19時半より開催 図書館交流プラザりぶら

広報部会 4月 13日（木） 19時より開催 ZOOMオンライン開催

自然委員会 4月 13日（木） 19時より開催 ZOOMオンライン開催

【イベント紹介︓スコシズツ.マーケット】

日 時︓ 令和５年 4月 29 日（土）

場 所︓ 籠⽥公園（岡崎市籠⽥町 68番地）

対 象︓ どなたでも（ぜひご来場ください︕）

内 容︓ 「できることから少しずつ、持続可能な暮らしかた」をコンセプトに日々の暮らしから SDGs
の実践を目指す草の根プロジェクトです。スコシズツ.マーケットでは、環境に配慮した暮らし
づくりの提案と、環境や社会の問題について、知る・動くきっかけを提供します。サステナブ
ルを学ぶ座談会やワークショップの開催の他にも、フードマルシェや雑貨の販売なども実施さ
れます。みんなで楽しく少しずつ地球環境を⼤切にする暮らし⽅を考えてみませんか︖
地球温暖化防止隊は今回が 2 回⽬の出展になります︕地球環境問題解決に向けて、少しずつ

多くの方々に体感・実感していただけるような企画をご用意いたします♪

〈前回出展の様子〉

岡崎市地球温暖化防止隊事務局

【岡崎市環境部ゼロカーボンシティ推進課内】

TEL︓0564-23-6786 FAX︓0564-23-6536

Eメール ondankataisaku@city.okazaki.lg.jp

2023 年 3 ⽉発⾏


